
(ヨ 主体 (人間など)が,対象を両足の間にはさ

んで立つ｡

(由 主体 (橋など)が,対象を上からはさむよう

にして,たっている｡

｢またがる｣

H 主体 (人間など)が,対象の上を,両足をひ

ろげた形でのる｡

(∃ 主体 (橋など)が,対象の上を接触しないで,

両足をひろげたようにたっている｡

(ヨ (地理的,時間的なことを表す)主体が.境

を表している対象を趨えている｡

榊 主体が.複数ある対象と,それぞれある関係

を持っている｡

以上から,まず主体が生物 (人間)の場合の用法を

見ていただきたい｡｢またぐ｣のH(ヨと ｢またがる｣g)
Hである｡｢またぐ｣は,対象の上の移劫か,対象を

はさんで立つことを表し,｢またがる｣は,対象の上に

のることを表す｡すなわち,この両語の動作の目的は,

移動すること.たつこと,のることという異なったも

のであり,各々異なった動作を指していると言えよう｡

従って,この用法では.両藩に頬義関係があるとは,

認められない｡

しかし,橋などが主体となる場合はどうであろうか｡

rまたぐ｣の脚と｢またがる｣のE)を見ていただきたい｡

どちらも,はば同様のことを拍している｡ただ,｢また

ぐ｣の場合,(15)であげたように,橋など無生物のとき

は,｢～ている｣の形にしなければ使いにくいようで

ある｡次の例を見ていただきたい｡

飢 ?吾妻橋は 隅田川を またぐ｡

鯛 吾妻棟は 隅田川を またいでいる｡

(39)吾妻棟は 隅田川に またがる｡

(40)吾輩橋は 隅副 llに またがっている｡

(純と¢馴ま判断の分かれるところであろうが.脚は不

自然であると思われる｡また,Cl軸0)の意味的追いは,

ないと言ってよいのではないだろうか｡語形が違って

いても意味的な違いが見出し得ないことから.この場

合における ｢またがる｣は,瞬間助詞か継続助詞かの

分類には大変迷うところである｡

越えるという場合の用法においてはどうであろうか｡

rまたぐJの口,｢またがる｣のE)を見ていただきたい｡

｢またぐ｣の方は.主体の動作を指しているが,｢また

がる｣の方は主体の状態を拍している点が異なる｡

以上のほかに,｢またがる｣の¢別ま,｢またぐ｣に比

,戟できる用法がなく. ｢またがる｣だけが持つ意味で

あろう｡

本稿を昏くにあたり,中本ゼミの皆様,及び中本正

智先生には大変お世話になった｡また,東京外大の井

上史雄先生には.食重な助言もいただいた｡記して感

謝致します｡

言語経歴 :1955年11月神奈川県鎌倉市生

0歳-2歳鎌倉市 2歳-15歳

埼玉県川口市 15歳～19歳埼玉県

上尾市 19歳～25歳東京都調布市

25歳一 埼玉県桶Jll市

わたる･こえる

▲ヽ

1. はじめに

｢わたる｣｢こえる｣は.ともに広い意味領域を有し
(i王1〉

ているが,具休的な移動を意味する動詞として用いら

れるときには,次のように類似した意味を表わす文を

作る｡

(1)川を わたる｡

(2)川を こえる｡

十･三.こでは,このように具体的な移動を意味する助詞

をして用いられた場合の雨語の意味のちがいを考察し

だい｡

藤 田 勝 良

2. 構文

具体的な移動をあらわす助詞と共起する名詞句には,

移動主体を表示するもの,出発点を表示するもの,経

由点を表示するもの,到着点を表示するものの4種が

考えられる｡この4種の名詞句と｢わたる｣｢こえる｣

との共起関係を比較してみよう｡

(3) 人が 海を わたる｡

(4) 人が 海を こえる｡

半沢1977に手旨摘されているように,移動主体を表示

する名洞旬,経由点を表示する名詞句は両酷と共起可
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能である｡ところが,出発点を表示する名詞句,到着

点を表示する名詞句は,｢わたる｣とは共起するが,｢こ
く卓生之〉

える｣とは共起しにくい｡

(5)日本から 海を わたる｡

(6)?柑 本から 海を こえる｡

(7) 向う岸へ 川を わたる｡

(8)×向う岸- 川を こえる｡

(8)で ｢向う岸-｣と ｢川を｣の順展を入れかえてみ

ると文の許容度は増すが,やはり不自然である｡

(9)川tを 向う岸へ こえる｡

以上から ｢わたる｣は く移動主体の出発点から経由

点を経て到着点までの移動〉を意味すると考えられるl

が,rこえる｣は出発点や到着点は含意せず,もっぱら

く移動主体の経由点を経ての移動〉を意味するものと

考えられる｡

次のように,ある領域を区分する境界線あるいは何

らかの基準となる線や点が経由点となる場合には ｢こ

える｣が用いられ.｢わたる｣は用いられない｡これ

は.経由点に幅が考えられず,経由点の両端に出発点

と到着点を想定することができないためであろう｡

(10)×国境を

(ll) 国境を

(12)x赤道を

(13) 赤違を

(14)×列串が

(19 列車が

(1.6)x串が

(17)車が

わたる｡

こえる｡

わたる｡

こえる｡

ポイントを わたる｡

ポイントを こえる｡

道路の白線を わたる｡

道路の白線を こえる｡

一方,経由点に幅の想定されるものがくる場合には,

次のように両語が共通に用いられることが多い｡

(IS) インド洋を わたる｡

(I9) インド洋を こえる｡

では,この場合に両語の意味特徴にちかいはみられ

ないであろうか｡以下では,次の構文を軸に両語の分

析を行っていきたい｡

CO) Nlか N2ヲ - (Nlは移動主体,N2は幅

の想定される経由点)

3. 移動主体

移動主体としては,｢わたる｣が ｢人｣｢船｣など自

力で動 くものに限られるのに対し,｢こえる｣は自力

で動くものの他に,外から何らかの力を加えられて動

くものも可能である｡その場合,力を加えるものは,

有生物であることも無生物であることもある｡

CI) 人が 川を わたる｡

¢2) 人が 川を こえる｡

脚 船が 太平洋を わたる｡

(紬 船が 太平洋を こえる｡

(姻隊商が 砂漠を わたる｡
(姻 隊商が 砂漠を こえる｡

即 x彼が投げた石は 川を わたって 向う岸ま

で いった｡

位8) 彼が投げた石は 川を こえて 向う岸まで

いった｡

朋)x風に舞い上がったビラは 通りを わたって

路地碁まで 飛んでいった｡

(30 風に舞い上がったビラは 通りを こえて

路地基まで 飛んでいった｡

なお.｢わたる｣に関して次のような例があるが,

これは比喰的に用いられているのであり,具体的移動

をあらわすとはいえな諾 .3'

01) チャンピオンベルトが 太平洋を わたる｡

4. 推由点

幅の想定される経由点は,｢川｣や ｢砂漠｣など ｢わ

たる｣｢こえる｣ともに移動のうえで障害となるもの

が多い｡

(32) 大井川を わたる｡

(33) 大井川を こえる｡

(34) 海峡を わたる｡

(39 海峡を こえる｡

(36) オホ-ツタ海を わたる｡

(珊 オホーツク海を こえる｡

㈱ 砂漠を わたる｡

89)砂漠を こえる｡

(40)湖を わたる｡

(41)湖を こえる｡

上に示した例文の経由点は,いずれも移動に際して

時事になると思われるものである｡では,経由点が特

に障啓としてとらえられないものの場合はどうであろ

うか｡

(42)x人が
(43)??人が
(44)x人が
(45)門人が

(40 ×人が

(47)!?人が

砂浜を わたる｡

砂浜を こえる｡

公園を わたる｡

公園を こえる｡

校庭を わたる｡

校庭を こえる｡

この場合には,｢わたる｣は用いることができず,

｢こえる｣も多くの場合不自然である｡ところが,｢こ

える｣は.次のように外から力を加えられたものや無
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生物が移動主体となる場合には,経由点が特に障害と

してとらえられない場合も可能である｡

(48)投げた石が 砂浜を こえる｡

(49)空中に舞い上がったビラが 校庭をこえる｡

伍O) 汝が 砂浜を こえる｡

しかし,この場合に く表現者の領域から徐々に遠ざ

かる)意味を助詞に付加する ｢ていく｣をつけて次の

ようにいうことは不自然であるから.この場合の経由

点は.帽のあるものとしてではなく,通過の1つの基

準となる線や点とみなされていると考えた方が妥当で

あろう｡(03X3躯棚恥l)の場合は,いずれも｢こえるJに

｢ていく｣をつけて自然な文をつくることができる｡)

61)㍗投げた石が 砂浜を こえていく｡

62)77空中に舞い上がったビラが 校庭をこえて

いく｡

63)??波が 砂浜を こえていく｡

以上から,r●ゎたる｣｢こえる｣ともに幅を想定きれ

る経由点は,障書としてとらえられるものであるとい

うことができよう｡

では.障書としてとらえられるものであれば,すべ

て両語共通に経由点としてとることができるであろう

か｡

(54)x山を わたる｡

脚 山を こえる｡

(姻 x丘を わたるi

抑 丘を こえる｡

郎)x峠を わたる｡

醐 峠を こえる｡

(60 x土塊を わたる｡

E:;LLr(61)土塊を こえる｡
･ゝ半沢1977,森田1977,山田1979に共通して指摘され

ているように,｢わたる｣は,経由点が凸状にもりあ

かっている場合には用いることができない. 一方.凹

状にくぼんでいる場合には,次に示すように両語ともlIヽ'
傍点可能である｡

¢2)谷を わたる｡
tliir-.鵬)谷を こえる｡

･.:･土のことと,先に示した(32X34X36X3糾0)の例文で水平な

ものが経由点である場合に両語が使用可能であること

をあわせて考えると,｢わたる｣は,山田1979の指摘

するように経由点の両端が同一水平面上にあってそれ

か見通せることが必要であり,｢わたる｣にはそうし

た制約がないといえよう｡次例の適否は,このことを

･華持するものと思われる｡

･･ 三二糾 メやぶを わたる｡

(細 やぶを こえる｡

¢6)x日の差さない うっそうと生い茂った森を

わたる｡

仰 日の差さない うっそうと生い茂った森を

こえる｡

(紬 xからまつの林を わたる｡

郎)からまつの林を こえる｡

では,｢こえる｣は経由点としてとるものに制約は

ないのであろうか｡

け0) 堀を わたる｡

ql)?堀を こえる｡

仔2)浅瀬を わたる｡

q3)77浅瀬を こえる｡

糾) 沢を わたる｡

(75)??沢を こえる｡

上の例耳の経由点はみな水平なものであるが,｢こ

･える｣は使いにくい｡一方,82)から(41)に示した水平な

経由点は,｢こえる｣も使用可能であった｡何故この

ような判定のちがいが生じるのであろうか｡両グルー

プの経由点を比較してみよう｡すると,齢から(川の経

由点は.｢川｣｢海｣｢砂漠｣｢湖｣など.そこの移動に

比較的大きな抵抗を伴うと考えられるものであり,(和

から仔5)の経由点は,形状 ･広がりからみてそこの移動

にそれほど大きな抵抗を伴うとは考えられないもので

あることにlJもづく｡

このことからすぐに ｢こえる｣は く移動に多大な抵

抗を伴う笹由点をとる〉とすることは,例文の判定が

微妙なため問題があるが,少くともそのようなものが

経由点として想定される傾向のあることは記述してお

く必要があると思われる｡

ただし,この抵抗の大小ということは,もっぱら水

平な経由点についてのみ注意されるようで.隆起した

凸状の経由点については関係しないようである｡例え

ば.次の例文を参照していただきたい｡

け6) なだらかな丘を こえる｡

仰低い土塊を こえる｡
ところで,経由点の移動に多大な抵抗を伴う場合,

その経由点を直接とおらなくてすむような移動媒体が

経由点に設置されることがある｡これを経路と呼ぶこ

とにすると両語はこの経路の移動についても興味ある

対照を示す｡

朋) 川にかかった鉄橋を わたる｡

朋) 川にかかった鉄橋を こえる｡

伽)線路の踏み切りを わたる｡

(紬 線路の踏み切りを こえる｡
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(細 谷にかかったつり橋を わたる｡

¢3) 谷にかかったつり棟を こえる｡

馴 ビルとビルの間にはられたロープを わたる｡

脚 ビルとビルの間にはられたロープを こえる｡

上に示した例文は,一応みな適格な文であるといえ

よう｡しかし,ヲ格で示された経路に対する移動の方

向は一様ではない｡

まず経路と経由点の関係を一般化して国に示してみ

よう｡これは図 1のようになる｡

(図1)

上の例文のうち.｢わたる｣の用いられる例文は.常に経路に沿っ

た形で経由点を横断する移動をあらわすと解釈される

｡即ち,図2に示す形での移動である｡これは影山1981で, ｢r渡

るJは,川であろうと橋であろうと,とにか く物体(

障害物)を●cross'するような移動を意味する｡(p.51)｣と指摘するとおりであ

る｡(図2)｢こえる｣はどうであろうか｡仔9)(81)(83)では,図2の

ように経路に治って経由点を横断する場合と,図3のよう

に経路そのものを横断する場合の2とおりの移助が考えられよう｡ また.脚は図3のように経路その

ものを横断する形での移動でなければ不適格な文とな

る｡このように ｢こえる｣は,ヲ椿に経路になると

考えられるものがさても,これに沿った経由点の横断

を意味するとは限らず,経路そのものの横断を示すこ

とが多い｡これは2.でみたように,｢こえる｣が障書物を

経由点とするだけで

なく,特に障書とは考えられない線や点をも通過点とし

てとりうるためであると考えられる｡即ち.醇書物に対して設置さ

れた経路という側面を無視して,これを単なる基準線や点と考え

れば,経路を横断するような移動も可能となるわけで

ある｡ただし,脚が何故一義的に経路そのものを横断する移動

としか解釈されないのかという点は問題として残る｡

5. 移動の形状前節では両津の経由点の分析

を行ったが,ここでは,この分析の一部をもとに両語

が示す移動の形状を考えてみよう｡まず ｢わたる｣は, ｢山｣｢丘｣｢峠｣｢土

塊｣のように凸状に隆起した

経由点の移動はあらわすことができないのに対して,

｢大井川｣｢海峡｣｢オホーツク海｣｢砂没｣｢湖

｣のような水平な経由点,および｢谷｣のように凹状に

沈降した経由点の移動はあらわすことができる｡このことから

｢わたる｣は図4に示すように水平な移動といったん

下ってまた上るような移動の2つを表わしうるものと思われる｡

(図4)ただし,このことは,先に述べた ｢わたる｣の経由

点



ができる｡このことから,｢こえる｣は移動の形状と

いう特徴に関して.一見非関与的であるように思わ

れる｡

ところが,移動が経由点の面に接触するものである

か,接触しないものであるかという観点から,さらに

分析を加えてみると面白い事実に気づく｡次の例文を

参照されたい｡

㈹ 山を 歩いて こえる｡

即)丘を 歩いて こえる｡

鵬)峠を 歩いて こえる｡

脚 ?谷を 歩いて こえる｡

C9077海を 泳いで こえる｡

(91)xJlは 船で こえる｡

(9功門湖を ポ-トで こえる｡

｢山｣｢丘｣｢峠｣は.隆起した形状であり,それへ

の接触移動はおのずと,図5に示すような上方に弧を

描く形の移動 となる｡｢こえる｣は.これらが経由点

である場合には接触移動であることを明示する語句と

共起できる｡

(図5

)半沢1977では,次の03X94X95)の例をあげて,凸形で

も線的凸形が経由点にくる場合の ｢こえる｣は鞍触無

視という特徴をもつとしているが,これは移動が瞬間

的に行われることを示すにとどまると考えられる｡但

脚が可能であるからである

｡03)x少年が 垣根を 越えている

｡伽)×少年が 垣根を 越え始めている

｡脚 ×少年が 垣根を 越え終わる｡ 但0 少年が しがみつくようにして 垣根を

こえる

｡即)塀を よじのばって こえる

｡さて一万.位OX91X92)に示すように r海Jr川｣r湖｣
などその形状が水平で,それへの接触移動がおのずと

水平な移動となるもの,また ｢谷｣のように凹状で,

それへの接触行動が下方に弧を描く形の移動となるも

のが経由点である場合には.｢こえる｣は接触移動で

あることを明示する語句と共起しにくい

｡これらのことから,｢こえる｣は く撞由点の上方

に弘を描く形での移動〉を示すと考えられ.水平ある

いは凹状の経由点について用いられる際も図5のよう

な移動の形状が想起されているものと思われる

｡次に示す例文の適否は.｢わたる｣｢こえる｣の移

動の形状についての特徴をよくあらわしている

｡鯛 ×アマゾン川を 飛行機で わたる

｡朗)アマゾン川を 飛行機で こえる

｡0叫 アマゾン川を 船で わたる

｡00017アマゾン川を 船で こえる
｡即ち,同じアマゾン川を横断するにしても.飛行

機で横断する場合の移動の形状は図5のように上方に

弧を描く形となり,船で横断する場合には水平な形に

なるから,前者には ｢こえる｣が用いられ,後者には ｢

わたる｣が用いられるのだと考えられる

｡ただし,この ｢こえる｣の移動の形状についての

特赦は,経由点が障事物としてとらえられる場合に限

られるようで,次のように経由点が特に障書物として

はとらえられない点や線である場合には考えられない

｡¢吻 ころがしたビー玉が しきりの線をこえる

｡0時 ランナーが 食後のポイントを こえる｡

6. まと

め以上の分析を次にまとめる｡(拍定する必要のな

い特徴項目については横線を引き,傾向的特徴と思わ

れるものには括弧を付けた)

｡わ た る

こ え る移 助 主 体 自力で動 くもの 自力,または外力を加えら

れて動 くもの宅示する移曲主体 出発点-娃由点

-到力点 経 由 点経由点 帽

帽の想定されるもの秤事 師事 としてとらえられるもの く幅の想定きれ

る場合〉師事 としてとらえられるもの

く幅の想定されない場合〉也抗 く水

平な障事物の場合〉比較的大きな抵抗を伴

うものく水平な障春物でない場合〉形 状

岡 城 カで一同- 水 平 面 上 に あり. そ れ か 見 通 せ る●'Ti 劫 の 形 状 く経

由点が障専物 としてとらえられる場合〉姓由点の上方に弘を描 く形



なお,経絡の移動についてみられた両語の対照的相

違は.4.で述べたように経由点についての相違から余

剰的に導き出されることであるので,とりたてて指定

する必要はないと考えられる｡

く注1) ｢新明解国語辞典第三版｣では,｢わた

る｣｢こえる｣について,具体的な移動の項目の

他にそれぞれ次の意味用法の項目をあげている｡

｢わたる｣(1)世間の人とつきあって暮らして行

く｡

(2)何かが相手の手から直接にその人

の手に収まる｡

(3)双方繰らずに何かをしあう｡

(4け みずみにまで達っする｡行き渡

る｡

｢こえる｣(1)ある基準より上になる｡

(2)踏むべき途中の段階を省略して,

先の所まで進む｡

(3)ある乾田 (限界)の外に出る｡

なお,｢こえる｣は,具体的移動 をあらわすも

のが ｢越える｣.上に示 した 3つの項目はいずれ

も ｢超える｣であらわされている｡

く注2〉･｢ていく｣｢てくる｣を ｢こえる｣に付

ければ(6X8)も次のように可能な文となる｡

(伽 日本から 海を こえてくる｡

0崎 向う岸- 川を こえていく｡

しかし,これは ｢くる｣｢いく｣が出発点 到着

点を合意しているためであると考えられる｡

く注3〉 次の文が不適格文であることは,これ

を基づけている｡

OoO xチャンピオンベルトが 太平洋を わたっ

ている｡

言語経歴 :1958年9月 山口県長門市生 0

歳～18歳 長門市 18歳-22歳

山口市 22歳-24歳 神奈川県横

浜市 24歳一 束京都稲城市
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